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事 業 名   まちなか大学 
 
目 的  長岡技術科学大学、長岡造形大学、長岡大学、長岡工業高等専門学校と連携し、 

各大学の特色を生かした講座を開講することで、一般市民が地域の高等教育機関 
の専門性に触れ、深い学びを実現することを目的とする。 

 
実施主体 まちなかキャンパス長岡運営協議会 
 
参加対象  一般                 参加者数  ８９４名(実施中・延べ数) 
 
回 数  ４８回    日 数  ４８日（延べ数）   時 間  ７３．３５時間 
 
場 所  まちなかキャンパス長岡３０１会議室ほか（現地学習あり） 
 
内 容  
 
回 期日･時間  テーマ 講師等 

１ 

平成２４年５
月～平成２５
年３月 
（各回１時間
半程度） 

大人向け８講座（文学、縄文研究、漫画文化、数学、
芸術、防災、環境、コミュニケーション） 
親子向け２講座（天体望遠鏡作り、地域の歴史） 

長岡技術科学大学、長岡
造形大学、長岡大学、長
岡工業高等専門学校教
員、学芸員、行政職員等

内
容
・
方
法 

・ じっくり学べるよう、５回連続講座としている。（親子向けは３回連続。ほか一部例外有）
・ ７割以上出席した人に、“修了証”を発行し、学びの意欲を駆り立てている。 
・ 受講生には“まちなかキャンパス長岡学生証”を発行している。学生証をカードリーダーに

通して出席をとる、１００店舗ほどの協力店で“学割”が使えるなど、学生に戻ったような
気持ちになれる演出をしている。 

 
 
 
 
成 果  受講生の満足度が高い講座が多く、高度な学びへの期待が伺えた。 
 
課 題  受講者数が定員に満たない講座が目立つ。より多くの人が参加しやすい時間帯に設定 
      すること、連続講座を通じて何が得られるのかを、明確に打ち出すことが必要と思われる。 
 
 
 
 
問合せ先 長岡市生涯学習文化課 まちなかキャンパス長岡（担当：青柳）TEL：0258－39－3300 
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事 業 名   長岡市生涯学習推進大学（第５期１年次） 
 
目 的   地区コミュニティセンター・地区公民館における生涯学習に関する事業の協力 
      や支援等のできる者の育成を目的とする。また、主体的に市民の生涯学習に関 

する事業を推進できる者の育成を目的とする。  
 
実施主体  長岡市中央公民館 
 
参加対象  地区コミュニティセンター・地区公民館 
      からの推薦者及び自己推薦者       参加者数  ５８名(受講者数) 
 
回 数  １５回      日 数  １５日       時 間  ４２時間 
 
場 所  長岡市中央公民館大ホール他に館外学習・移動教室 
 
内 容  
 
回 期日･時間  テーマ 講師等 

１ 

平成２４年５
月～平成２４
年１２月 
 
 

「生涯学習推進員に関する力量を高めよう」 
～生涯学習の推進、協力、運営の力量を高めよう～ 

大学教授、学芸員 
人材育成コンサルタンツ
福祉施設長、会社経営者
市社会教育委員、市職員
 

内
容
・
方
法 

・２年間を学習期間として、「一般教養」「リーダー研修」「地域づくり」「生涯学習推進」
の４領域を設定し、各領域ごとに３～４回程度を学習し、年間１５回（通算３０回）の講
座を実施する。 

 ・受講者を１０グループに編成して講座の準備や講師接待等の役割を分担し、グループごと
のまとまりを大切にしながら自主的に運営する。 

 ・定期的に学級会を開催し、受講者の親睦をはかるとともに、受講者の現状を把握しながら
  運営する。 

 
 
 
 
成 果  ・ 生涯学習に関する講座への参加が初めての受講者が多く、学習意欲が高くどの 

講座も熱心に取り組む姿が見られた。また、新たに自主的に講座を計画、開設す 
るなど意欲旺盛の姿が見られた。 

 
 
課 題  ・ 受講者が地区コミセンや地区公民館で、自分たちの力で事業の企画、運営できる 

ように講座開設の実践演習やコミュニティセンター長から生涯学習推進員によせ 
る期待や要望を話していただく講座の開設等、学習内容の一層の充実を図る。 

 
 
 
問合せ先 長岡市中央公民館（担当：青柳） TEL：0258－32－0437 
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事 業 名   まちなかカフェ 
 
目 的  “学びの入口”として、市民に学ぶきっかけを提供する。 

単発講座であること、お茶を提供すること、多分野に渡り数多く開講することで 
多くの市民の関心を引くよう工夫している。  

 
実施主体  まちなかキャンパス長岡運営協議会 
 
参加対象  一般                 参加者数  ７６５名(実施中・延べ数) 
 
回 数  ５５回     日 数  ５５日（延べ数）   時 間  ８５．５時間 
 
場 所  まちなかキャンパス長岡サイエンスカフェコーナー、創作交流室ほか 
 
内 容  
 
回 期日･時間  テーマ 講師等 

１ 

平成２４年４
月～平成２５
年３月 
（各回１時間
半程度） 

多文化：１１講座、防災：３講座、サイエンス：７講
座、ビジネス：４講座、芸術：５講座、食：６講座、
自然：５講座、歴史：８講座、子ども向け：６講座 

長岡技術科学大学、長岡
造形大学、長岡大学、長
岡工業高等専門学校教
員、地元企業、スポーツ
選手等 

内
容
・
方
法 

・ 受講生にコーヒーや紅茶などの飲み物を提供する。 
・ 講師と受講生が双方向コミュニケーションがとれるよう、定員２０名を基本としている。 
・ 通りがかりの人も気軽に講座を見学できるよう、オープンスペースで開講している。見学者

は申込み不要で、無料（飲み物なし）としている。 

 
 
 
 
成 果  年配の方はもちろん、２０～３０代の若い年齢層の受講生が目立つ。若い人にも好まれ

る講座内容としたこと、気軽に受講できる単発型、カフェスタイル式が良かったのでは
ないかと思う。子ども向けの講座も、夏休みに開講したことで多くの受講生で賑わった。 

 
課 題  双方向コミュニケーションが生まれにくいため、講師への事前説明や、会話を促進する 

ファシリテーターの育成が求められる。 
 
 
 
 
問合せ先 長岡市生涯学習文化課 まちなかキャンパス長岡（担当：青柳）TEL：0258－39－3300 
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事 業 名    子育てママのためのヤングカルチャー講座 
          （忙しいママの時短料理） 
 
 
目 的   学習機会のきっかけづくりや同世代のお母さんとの仲間づくり、子育てから少し離れ 

自分の時間を作ることにより、リフレッシュしてもらうことを目的とする。 
 
実施主体   柏崎市教育員会 生涯学習課 
 
参加対象   保育園：幼稚園入園前の子どもを子育て中のお母さん  参加者数  ６名 
 
回 数   １回      日 数  １日        時 間  ２時間 
 
場 所   柏崎市市民プラザ 
 
内 容  
 
回 期日･時間  テーマ 講師等 

１ 

9月8日（土） 
午前10時～12時 
 

ママもカルチャーデビューしましょう！ 
作りおきできるものを更にアレンジして作る時短レシ
ピを紹介します。時短料理で子育てライフを楽しみま
しょう！ 

 
栄養士 前澤 早苗 様
 

内
容
・
方
法 

元気館子育て支援センターの『柏崎市ファミリーサポートセンター』と連携し、講座の終了
時まで保育スタッフが子どもを預かる。料理実習と会食。 

◆ ワンプレート料理◆ 
  ～「肉そぼろ」を作りそれをアレンジして作る時短料理～ 

・ きゃべつの春巻き  
・ 肉みそめん 
・ なすのそぼろ炒め 
・ 塩こうじと雑穀米のおにぎり 
・ そぼろ入り卵焼き 

 
 
成 果  ・ 市として初めての試みで、若い子育て世代を対象に講座を実施した。受講者から 

は、「子どもを預けてということにすごく抵抗があったが、思い切ってやってみて
良かった」という声が聞かれ、引き続き開催してほしい等の意見があった。 

 
課 題  ・ 子どもと離れても安心して講座に参加できるようにしっかりサポートし、充実した 

講座となるような企画を提案したい。 
         
 
 
問合せ先  柏崎市教育委員会 生涯学習課 電話：0257-20-7500 fax:0257-22-2637 
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事 業 名    加治川地区公民館まつり 
 
 

目 的   学習の成果を発表する場の提供と子どもが楽しめる公民館まつり 

 

実施主体   加治川地区公民館 
 

参加対象   市民               参加者数 ９６７名 
 

回 数   １回      日 数   2日        時 間  2日で16時間 
 

場 所   加治川地区体育館 

 
内 容   公民館活動団体の作品展示とステージ発表及び子ども体験事業 
 
回 期日･時間  テーマ 講師等 

１ 

 
11月10日・11日 
 

公民館まつり子ども体験事業 
 
職員ほか 

内
容
・
方
法 

バルーンアート体験（10日）→ 子どものリクエストに応じた作品づくり。 
子どもガラポン（10日・11日）→ ガラポンを体験する。 
綿がし体験（10日・11日）→ 綿がし作りを体験する。 
切り絵体験（11日）→ 切り絵で絵手紙を作成する。 
カントリークラフト体験（10日）→ 自然の材料を使い、自由に作品を作る。 

 
成 果  ・ 公民館活動団体の作品発表の内容、出品数の拡大をしつつ、子どもが楽しめる 

公民館まつりを達成できた。 
 

課 題  ・ 出品作品及び事業をさらに増やすこと。 

「子どもの頃の楽しい思い出」となりうる公民館まつりの実現 

 

問合せ先  新発田市加治川地区公民館 業務係 （担当：松田）電話 0254－ 33－ 2433  
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事 業 名 市民教室 「地元の枝豆 大峰かおり栽培・調理教室」 
 
 

目 的   

 

実施主体 

 

参加対象                    参加者数 
 
回 数           日 数            時 間  

 

場 所 

 
内 容  
 
回 期日･時間  テーマ 講師等 

１ 
６月２９日 

13:30～15:30 大峰かおりの栽培① そうえん農場 
下條 荘市 様 

内容・方法 ・大峰かおりについて 

・栽培方法など 

２ 

期日･時間  テーマ 講師等 

８月１０日 

13:30～15:30 大峰かおりの栽培② そうえん農場 
下條 荘市 様 

内容･方法 ・栽培方法（途中経過） 

・消毒など 

３ 

期日・時間 テーマ 講師等 
９月７日 

13:30～15:30 大峰かおりの栽培③ そうえん農場 
下條 荘市 様 

内容･方法 ・収穫 

・保存方法など 

４ 

期日・時間 テーマ 講師等 
１０月３日 

13:30～15:30 大峰かおりの調理④ 食生活改善推進委員 
星ミイ子・橋本美代子 様

内容･方法 新発田市の食材と料理を紹介した本「しばたのおかず」の中から、「枝豆と卵のホロ
ホロ」と「枝豆豆腐」を調理、試食 

 
成 果  
 

 

 

課 題  

 

 

 

問合せ先 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地元の特産品を栽培から調理まで手掛けることにより、地元特産品を知っても
らい、地元に愛着を持つきっかけとなるような教室としたい。 

新発田市中央公民館 

一般市民 １１名 

４回 ４日間 ８時間 

新発田市中央公民館 講義室・調理実習室 

・地元の特産品を栽培だけでなく、調理までしたのが好評でした。自分で栽培したとい
う成果もあり、男性も調理に積極的に参加していただきました。地元の特産品のおい
しさを知り、地元に愛着を持つきっかけとなる教室になったと思います。 

・どの段階から育てるかによって、難しさが変わる食材でした。 

・自分で栽培した枝豆を調理する予定でしたが、生育にばらつきがありました。 

・参加者同士が気軽に情報交換できる環境づくり。 

新発田市中央公民館事業係（担当：長谷川 勲）TEL：0254-22-8516 
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